














































特発性正常圧水頭症(Idiopathic normal pressure hydrocephalus : INPH)は･その発症機序ばかり
か症状発現のメカニズムも未解明のままである･本研究は,特発性正常圧水頭症(Idiopathic normal
pressure hydrocephalus : INPH)の病態を明らかにするため, INPHにおける大脳白質の障害を拡散テン
ソル画像(Diffusion tensor imaging : DTI)を用いて評価し･脳室拡大･臨床徴侯との関連性について
検討したものである･ 20人のINPH患者と対照のAIzheimer病(AD)患者･ Parkinson病(PD)患者各20




Assessment Battery (FAB)の総スコア, Timed Up and Go Test (TUG)における歩数と有意に相関する





上の結果から, I NPHにおいて大脳白質が広範に障害されていることが明らかにな｡ I INPHの認知機能,
運動機能障害は大脳白質の障害と関連していることが示唆された･
本論文は, INPHでは白質が後半に障害されていて･症候形成のメカニズムとして白質障害,特にFAの
低下が関与していることを明確に示したもので, INPHの病態解明につながる知見を得たものである･よ
って,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める･
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